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　パイオニアでは2017年1月下旬、カーナビ車載機
「サイバーナビ」の最新機種を対象に、ルート探索を
クラウド上で実行する「スーパールート探索」のサー
ビスを開始した。これまで車載機上で処理していた
ルート探索を、車載機からインターネット経由でクラ
ウドサービスにアクセスして実行するもので、初の試
みとなる。サイバーナビの最新機種であればソフト
ウェアアップデートで利用が可能だ。
　このサービスにより、より複雑なルート計算や最新
の状況に応じた最適なルート探索ができるようにな
る。たとえば、時間優先や料金優先など、条件に応じ
たさまざまなルートを提案したり、有料道路で、利用
時間帯や時期に応じた料金割引を考慮したり、さらに
はETC 2.0の割引への対応など、サーバー側でパラ
メータを変えるだけで対応できる。
　このクラウド化には、同社の情報サービスプラット
フォームセンターの開発部が取り組んだ。パイオニア
株式会社 商品統括部 情報サービスプラットフォーム
センター 開発部 開発1課 課長の谷川裕史氏は、「現
在のカーナビでは、渋滞の計算など計算処理がどん
どん大きくなり、車載器での処理の限界に達していま
す。今後、さらに処理が増えると、通信時間をかけたと
してもサーバーで処理したほうが断然速くなります」
とクラウド化の意義を説明した。

　サーバー版のルート検索は、車載機で動いていた
プログラムをベースに開発した。もともと組み込みシ
ステムで動いていたため、C言語による膨大なソース
コードからなり、ライブラリなどの動作環境に依存す

る部分が大きい。そのため、サービスとしてスケール
アウトする場合や、開発のために複数の動作環境を
用意する場合、あるいは検証環境や本番環境を用意
する場合など、動作環境を再現するのが難しく、うまく
動かないケースに遭遇する可能性が高い。
　パイオニアでは、この課題を克服するために、コン
テナ技術のDockerを選んだ。コンテナは、1つの
Linuxインスタンスの中で複数の隔離した動作環境
を作る技術であり、特定のアプリケーションとその必
要な環境を隔離したパッケージにして動作させると
いった用途に使われている。

　情報サービスプラットフォームセンターは、カーナ
ビの情報サービス部門として発足した部署だ。それま
で部門ごとで各地に散らばっていたカーナビの情報
サービスやWebサーバー、顧客情報などのサーバー
を1カ所に集約し、以後、カーナビ関連のサーバーや
サービスを一括で担当している。
　1990年代末に始まったカーナビ向けの通信サービ
スは、当初は天気予報
などの情報を配信する
ものだった。大きな転換
点となったのが、2007
年に開始した双方向通
信によるスマートルー
プだ。スマートループで
は、たとえばカーナビか
ら走行履歴を集めて渋
滞情報を作成し、カーナ
ビに送信するといったこ
とができる。2013年に
は、スマートループアイ
により前方風景の写真

を収集し閲覧する等の機能も加わった。
　スーパールート探索も、こうしたカーナビの双方向
通信化の流れにある。同社 商品統括部 情報サービス
プラットフォームセンター 開発部 部長の宮本一宏氏
は「われわれの部門のサーバーを使ったサービスが、
かなり増えてきています。ちょうどデータセンター統合
の作業が一段落ついて開発に専念できるようになった
タイミングで、新しいサービスに着手しました」と語る。
　スーパールート探索は、2015年春に構想がスター
ト。試作を繰り返して、同年夏には形が見えてきた。
サーバーを使ったサービスが成り立つかどうかを
検証しながら、2015年末には具体化し、2016年
初頭に企画が提出された。
　実作業では、パイオニアはアプリケーション開発
に専念し、プラットフォームの構築と運用はNI+Cが
担当した。
　パイオニアで先行して開発が進められ、そろそろイ
ンフラ設計の必要があるという段階（2016年8月上
旬）でNI+Cに相談。8月下旬には、NI+Cとレッドハット
が同社を訪問した。9月初旬には、構成や構築の範
囲、スケジュールを決定するという、未だかつてない
スピード展開で構築が進み、2017年1月下旬にサー
ビスインを迎えた。

　コンテナ技術に着目し、情報収集をしていたパイオ
ニアは、スーパールート探索の開発でもコンテナを利
用する想定で開発を進めていた。NI+C ソリューション
ビジネス本部 クラウド・テクニカルセールス部 先進テ
クノロジーグループ クラウドエバンジェリストの常田
秀明氏を招いて、コンテナに関する社内勉強会を開
催するなど、社内でコンテナ技術の浸透を進めた。
　言うまでもなく、コンテナ技術を利用してアプリケー
ションが動くだけではなく、運用も重要だ。そこでコン
テナプラットフォームとして、レッドハットのOpenShift
を採用した。さらに、サーバーインフラとしては、IBMの
IaaSであるIBM Bluemix Infrastructure（旧IBM 
SoftLayer、以下Bluemix IaaS）のベアメタル（物理）
サーバーを採用し、その上でOpenShiftを動作させた。
　検討段階では、OpenShiftのほかにも、Docker純正
の管理ツールや、OpenShiftの重要なコンポーネント
となっているKubernetesをベースに構築することも
考えた。しかし、当時のDocker純正製品は有用な機
能が少なく、またKubernetesは独自でプラットフォー
ムを作り込む必要があるため、必要な機能の揃った
OpenShiftの採用を決定。カーナビという24時間365
日の動作を求められるサービスであることから、レッ
ドハットの実績あるサポートも決め手となった。

　他のコンテナプラットフォームと比較してOpenShift
を選んだ主なポイントを2点、NI+Cのソリューションビ
ジネス本部 クラウド・テクニカルセールス部担当課長
の菱木竜也氏は以下のように説明する。
　1つは、OpenShiftの方が、他に比べて自由度があ
るという点だ。検討時にはクラウド事業者のコンテナ
プラットフォームも比較したが、クラウドサービスでは
機能を最大限に活用するとクラウドロックインされて
しまう傾向がある点が課題となった。「たとえば、サー
ビスを動かすうえでログの機能がどこまであるか、ま
たアプリケーションを動かす際のサービスの正常性
をどう担保するかなど、OpenShiftのほうが勝ってい
ると判断しました」（菱木氏）。

　もう1つは、OpenShiftを動かすインフラとしての、
Bluemix IaaSのベアメタルサーバーとの組み合わせ

だ。もともと大きなリソースが必要なサービスである
ことから、オンプレミスではなくクラウドを使うことを
前提としていた。ただしコンテナを使うので、サーバー
インスタンスごとの柔軟性はさほど求められない。
　そのなかで、パフォーマンスとコストの兼ね合いか
ら、Bluemix IaaSのベアメタルサーバーとOpenShift
の組み合せを選択。ルート探索の性質上、CPUパワー
は必要だがメモリはそれほど必要ではないというア
ンバランスな構成のため、他のIaaSでは相応しい
サービスメニューを持ち合わせていなかった。それに
対して、Bluemix IaaSのベアメタルサーバーでは、
CPUとメモリの組み合わせの柔軟な選択が可能だっ
た。使用開始時のノードサーバーは最少台数に抑え、
将来的には柔軟に拡張できる構成とし、さらに
OpenShiftのソケット課金を選ぶことで、サブスクリプ
ションコストも節減できた。

　スーパールート探索は当面、サイバーナビの最新
機種が対象となり、台数としては数千台の規模を想
定している。これまでも、サイバーナビの新機種は10
万台程出荷され、そのうち通信サービスに登録される
数は半数弱だという。
　ただし、新発売の機種のサービスであれば売上に
準じて利用が伸びていくが、スーパールート探索の
場合は、発売済である最新モデルのソフトウェアを
アップデートして対応するため、当初から数千台～数
万台のアクセスが集中する可能性があることに留意
した。
　スーパールート探索は将来、他機種へも展開して
いく予定だ。1機種であればある程度ユーザー数を想
定できるが、機種が増えると予測が難しくなる。また、
カーナビのソフトやデータをサービス化する形のた
め、機種が増えればコンテナの数も増える。
　「ユーザー数とコンテナの数が増えていくことを想
定したとき、OpenShiftであれば構築が楽になります」
と谷川氏。コンテナの割り当てやスケジューリングを
スケーラブルかつ容易に管理できることで、
OpenShiftが威力を発揮するだろう。

　構築は実に早いスケジュールで進んだ。「やること
は決まっていたので、スピード感をもって取り組みま
した。サポートについてもまったく問題ありませんでし
た」と谷川氏は言う。
　サポート面については、菱木氏も次のように語る。

「レッドハットのOpenShiftであれば、サポートや品質
に安心感が持てる点は大きな選定理由のひとつでし
た。レッドハットには実際にエンジニアとして入っても
らい、全面的な支援を受けました。レッドハットを選ん
でよかったと思います」。
　スーパールート探索はまだ始まったばかりで、今後
も発展していく。「より良いものに進化させていきたい
ですね。また、スーパールート探索以外もコンテナ化
ができないかを検討しています」（谷川氏）。「可能性
としては、スマートフォン向けなど他のWebサービス
への展開も考えられます。他社のカーナビで採用して
もらうという可能性も、ありえなくはないと思っていま
す」（宮本氏）。
　今後、開発から運用フェーズへと進むにあたって
は、安定した運用が鍵となる。「そのためにも、レッド
ハットには引き続きのサポートをお願いしたい」と谷
川氏は期待する。また常田氏も「ディストリビューター
として、これからも安定したコンテナプラットフォーム
の提供を期待しています。まだまだ機能を使いきって
いないので、最新技術や最新情報もぜひ積極的に共
有してほしいと思います」と語った。
　コンテナという新しい技術で信頼できるサービス
を動かすためにも、レッドハットの製品とサポートへ
の期待は大きい。
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　1つは、OpenShiftの方が、他に比べて自由度があ
るという点だ。検討時にはクラウド事業者のコンテナ
プラットフォームも比較したが、クラウドサービスでは
機能を最大限に活用するとクラウドロックインされて
しまう傾向がある点が課題となった。「たとえば、サー
ビスを動かすうえでログの機能がどこまであるか、ま
たアプリケーションを動かす際のサービスの正常性
をどう担保するかなど、OpenShiftのほうが勝ってい
ると判断しました」（菱木氏）。

　もう1つは、OpenShiftを動かすインフラとしての、
Bluemix IaaSのベアメタルサーバーとの組み合わせ

だ。もともと大きなリソースが必要なサービスである
ことから、オンプレミスではなくクラウドを使うことを
前提としていた。ただしコンテナを使うので、サーバー
インスタンスごとの柔軟性はさほど求められない。
　そのなかで、パフォーマンスとコストの兼ね合いか
ら、Bluemix IaaSのベアメタルサーバーとOpenShift
の組み合せを選択。ルート探索の性質上、CPUパワー
は必要だがメモリはそれほど必要ではないというア
ンバランスな構成のため、他のIaaSでは相応しい
サービスメニューを持ち合わせていなかった。それに
対して、Bluemix IaaSのベアメタルサーバーでは、
CPUとメモリの組み合わせの柔軟な選択が可能だっ
た。使用開始時のノードサーバーは最少台数に抑え、
将来的には柔軟に拡張できる構成とし、さらに
OpenShiftのソケット課金を選ぶことで、サブスクリプ
ションコストも節減できた。

　スーパールート探索は当面、サイバーナビの最新
機種が対象となり、台数としては数千台の規模を想
定している。これまでも、サイバーナビの新機種は10
万台程出荷され、そのうち通信サービスに登録される
数は半数弱だという。
　ただし、新発売の機種のサービスであれば売上に
準じて利用が伸びていくが、スーパールート探索の
場合は、発売済である最新モデルのソフトウェアを
アップデートして対応するため、当初から数千台～数
万台のアクセスが集中する可能性があることに留意
した。
　スーパールート探索は将来、他機種へも展開して
いく予定だ。1機種であればある程度ユーザー数を想
定できるが、機種が増えると予測が難しくなる。また、
カーナビのソフトやデータをサービス化する形のた
め、機種が増えればコンテナの数も増える。
　「ユーザー数とコンテナの数が増えていくことを想
定したとき、OpenShiftであれば構築が楽になります」
と谷川氏。コンテナの割り当てやスケジューリングを
スケーラブルかつ容易に管理できることで、
OpenShiftが威力を発揮するだろう。

　構築は実に早いスケジュールで進んだ。「やること
は決まっていたので、スピード感をもって取り組みま
した。サポートについてもまったく問題ありませんでし
た」と谷川氏は言う。
　サポート面については、菱木氏も次のように語る。

「レッドハットのOpenShiftであれば、サポートや品質
に安心感が持てる点は大きな選定理由のひとつでし
た。レッドハットには実際にエンジニアとして入っても
らい、全面的な支援を受けました。レッドハットを選ん
でよかったと思います」。
　スーパールート探索はまだ始まったばかりで、今後
も発展していく。「より良いものに進化させていきたい
ですね。また、スーパールート探索以外もコンテナ化
ができないかを検討しています」（谷川氏）。「可能性
としては、スマートフォン向けなど他のWebサービス
への展開も考えられます。他社のカーナビで採用して
もらうという可能性も、ありえなくはないと思っていま
す」（宮本氏）。
　今後、開発から運用フェーズへと進むにあたって
は、安定した運用が鍵となる。「そのためにも、レッド
ハットには引き続きのサポートをお願いしたい」と谷
川氏は期待する。また常田氏も「ディストリビューター
として、これからも安定したコンテナプラットフォーム
の提供を期待しています。まだまだ機能を使いきって
いないので、最新技術や最新情報もぜひ積極的に共
有してほしいと思います」と語った。
　コンテナという新しい技術で信頼できるサービス
を動かすためにも、レッドハットの製品とサポートへ
の期待は大きい。
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・信頼性とサポートでOpenShift
を採用
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・CPUとメモリの最適な構成を選
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・課金体系を選んでサブスクリプ
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・予測の難しい利用の伸びに対応
・対応機種数やコンテナ増にも対
応し管理できる

安定した品質とサポートに
期待

・スーパールート探索以外での利
用も視野に

・安定運用のための品質とサポー
トに期待


